
はじめに
　本稿は、2011年度から継続して行ってきている、

発達障害の子どもを持つ保護者へのグループ療法の

2014年度の体験報告を通して、ファシリテーター養

成方法について検討するものである。

　グループ療法（集団心理療法）を行う上で、ファシ

リテーターの役割は大きい。野島（2011）は、ファ

シリテーター養成における「コ・ファシリテーター方

式」の重要性を指摘している。そして、コ・ファシリテー

ター体験における３つの時間「プレ・ミーティング」「グ

ループの共同ファシリテーション」「ポスト・ミーティ

ング」が揃ってはじめて、ファシリテーター養成が成

立すると指摘している。一方、エンカウンターグルー

プ以外では、ファシリテーターの専門性を育む段階的

な学び方、教え方に関する研究、ファシリテーターの

成長プロセスに関する研究は十分にされているとはい

えない状況である。

　本稿では、３つの時間（野島、2011）に「グループ・スー

パーヴィジョン」を加えたファシリテーター養成方法

について、吉岡（2015）に引き続き、1．プレ・ミーティ

ングについて、2．グループの共同ファシリテーション：

メンバー及びファシリテーター、3．ポスト・ミーティ

ングについて、4．グループ・スーパーヴィジョン（以下、

グループSV）について、5．このグループを通して学

んだこと、成長したと思うことの５つの質問への報告

における個別の振り返りをもとに質的に検討する。

方法
1．実施期間

　セッション：２月中旬～10月中旬　月１回（日曜日）

の全８回（1回90分）。

2．実施担当者

　福岡県立大学グループ研究会のグループスタッフ
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　本研究は、「プレ・ミーティング」「グループの共同ファシリテーション」「ポスト・ミーティング」の3

つの時間（野島、2011）に「グループ・スーパーヴィジョン」を加えたファシリテーター養成方法について、

吉岡（2015）に引き続き、質的に検討したものである。

　グループ・スーパーヴィジョンは、客観的に振り返りができる、新たな発見やより広い視点からグルー

プを振り返りができる、ポスト・ミーティングよりも自分自身の体験を深められる、自分自身の体験だけ

でなく参加されている母親についての理解もさらに深められる機会として機能したようである。また、ス

タッフが安心してグループ運営に取り組めたり、グループ体験をしやすくなったりするメリットがあった

と考えられる。グループ・スーパーヴィジョンは、プレ・ミーティング及びポスト・ミーティングと循環

的に相互に作用しながらグループ体験の学びを促進したと考えられる。
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10名（ファシリテーター１名及びサブ・ファシリテー

ター２名：修了生３名（うち１名は臨床心理士）がロー

テーションで担当、コ・ファシリテーター：大学院生

7名）。

　本稿でのサブ・ファシリテーターは、ファシリテー

ターを補佐する役割、コ・ファシリテーターは、スタッ

フではあるがメンバーとして参加する役割とする。

　大学院生は、託児とコ・ファシリテーターを分担し、

グループ内に入るスタッフの数を調整した。また、セッ

ションの後半では各1名、サブ・ファシリテーターも

担当した。

3．内容

　グループスタッフは、毎セッションで、プレ・ミー

ティングとポスト・ミーティングを行った。筆者はア

ドバイザーとして、毎セッション終了後、次回のセッ

ション前までに、グループSVを行った。

結果及び考察
1）プレ・ミーティングについて

　プレ・ミーティングについての個別報告をTable1

に示す。

　回答内容を分類すると大別して５つに分けられた。

まず、「事前に共有することでイメージしながらグルー

プに参加できた（A）」、「ある程度のイメージを持つこ

とができ、これから親グループに入る心構えができた

（D）」などのように、自分自身の準備ができたという

ものである。

　それと関連して、「参加者の方を迎える準備の時間

としてグループ開始までの時間は重要（B）」、「スタッ

フの緊張感がお母様方にも伝わっていたので、始まる

前の雰囲気作りも大事（C）」など、グループの場の準

備にも役立っていたと思われる。

　また、プレ・ミーティングがあることで、「スタッ

フ自身も、特にファシリテーターやサブなどの役割が

ある場合、安心してその場に居ることができた（G）」、

スタッフ同士で共有できることは安心にも繋がる

（H）」、「グループ中に居やすさを感じた（I）」などの

ように、スタッフの安心感に役立っていたようである。

スタッフの準備状態が、メンバーに与える影響の大き

さを感じており、グループを運営する基盤として欠か

せないことへの気付きとも関連しているように思われ

る。

　そして、グループの運営をどうするかの打合せにつ

いて、特に、グループの構造の1つでもある、席る位

置の調整について触れた者が多くいた。今回はスタッ

フの参加者が多く、母親の参加者も2013年度より多

くいたため、グループSVでもよく話し合われた内容

である。例えば、「部屋の大きさや机の配置によって

スタッフやお母様方の席を決めたり、・・・細かなとこ

ろまで話し合っていました。自分としても前回までと

違った席に座ってみたり、・・・考えながら座る場所を

毎回決めることが出来た（C）」、「ファシリテーターの

位置、サブ・ファシリテーターの位置を確認した上で、

お母さん達が隣り合わないようにスタッフがどこにい

ればいいか、確認できた（E）」、誰がどこに座るのか、

Mo方にはどこに座ってもらうかなどを検討していた

ことはよかった」などである。これは、「座る席によっ

てグループの見え方や感じ方が違ったから（B）」のよ

うに、ポスト・ミーティングやグループSVでの振り

返りを通して、座る位置による影響をスタッフが感じ

ていたためだと思われる。

　今回は、スタッフと託児のローテーションを行った

ため、「毎回、前回の様子を話し合い、次回注意して

おくことや前回入らなかった方の様子を確認できたこ

とで、前回託児の担当をしていてもグループの方に

入った際に置いて行かれた感じがなかった（F）」とい

う回答もあった。グループを運営するにあたって、共

通理解を全員が持つことが重要であることが改めて確

認されたように思われる。
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2）グループの共同ファシリテーション

（1）メンバー体験について

　メンバー体験についての個別報告をTable２に示す。

回答内容を分類すると大別して７つに分けられた。

　「初めのうちはどうしても頑張ってスタッフになろ

うとする自分がいた（A）」、「スタッフとして何ができ

るのかと考えることもありました（B）」、「『お母様方

に何かしてあげなきゃいけない』と考え、自分自身が

固くなっていたことに気付かされました（C）」、「毎回

緊張している自分を感じていた・・・その緊張は何か

言わないといけないかな？でも、この言葉を言っても

いいのかな？という葛藤の中で起きていた（D）」、「た

だ座ってMo方のお話を聴くというスタンスでいる自

分に対して『これでいいのかな？』と迷うこともあっ

た（G）」、「自分がそこにどう居ればいいのか戸惑うこ

とが多かった。話を振ったりしなきゃいけないのかな、

黙って聞いているだけでいいのかなと最初の数回は特

に緊張してがちがちだった（I）」と、初めの数回を中

心にスタッフとしてどうあるべきかについて、迷い、

葛藤を覚えていた回答が多くみられた。

　回を重ねていくうちに、「グループが深まっていく

につれて緊張感も薄れていき、リラックスしてメン

バーとしてその場にいることができるようになって

いった（A）」、「回を増すごとに雰囲気がどんどん柔ら

かくなっていって、わたし自身も、お母さんの話を楽

しく聞けるようになった（E）」、のようにメンバーと

しての体験ができるようになったようである。

　そして、スタッフの役割についての気付きが得られ

ていったようである。例えば「肩の力を抜いたありの

ままの自分でいることで、今まで以上にお母様方に寄

り添うことができたのではないか（C）」、「安心感を持

たせるような話しかけになるためには、周りのスタッ

フの雰囲気や声かけが必要不可欠なのだということ

を、スタッフであり参加者である立場であることで知

ることができた（D）」、「少しずつ『このままの自分で

いいのかもしれないと感じるようになった（G）」、「ス

タッフとしての役割はあると思うがその役割に捉われ

すぎてしまってはいけないなということを最も感じた

グループ体験だった（I）」などである。

　このように、スタッフとしての役割とメンバーとし

ての役割のバランスが取れていった中で、「参加者同

士、参加者とスタッフのラポールが築かれていくこと

で、お気持ちを吐き出すことができるようになった

（E）」、「ほかの参加者の方に共感してもらったり、ア

ドバイスをもらったりしている姿を見ていて、グルー

プならではの良さを感じた（G）」、「同じ境遇のMo.た

ちだからこそ分かり合える話もたくさんあるんだなと

感じた（H）」、「Mo同士での「わかるわかる」はスタッ

フにはなかなか引き出せない気持ちだと思うので、こ

んなふうにMo同士で理解し合う場があることはとて

も貴重だなと思うこともあった（I）」などのように、

スタッフとメンバーでグループを作り上げていく中

で、グループのメリットを感じる体験を重ねていった

ように思われる。

　そのような関係性のあるグループで、お母様方の話

に耳をじっくり傾けることができるようになり、そこ

から様々な学びを得たようである。「お母様方からた

くさんのことを教えていただいた（C）」、「様々なお気

持ちをお伺いすることができた（E）」、「教科書では知

ることができない体験談だったり、手探りながらも工

夫してこられた話だったりといった生の声を聞くこと

ができ（た）（F）」、「実際に発達障害のお子さんをも

つMoから生のお話を聴けるということが、私にとっ

てはすごく新鮮であり、魅力的であった（G）」、「Mo

たちの生の声を聴けることが私にとってはとても貴重

な体験であった（H）」などが例として挙げられる。
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　また、メンバーとしての体験を重ねる中で「スタッ

フとしての自分だけではなく、ありのままの自分とい

う人間がその場で感じること・考えてることという体

験は、とても充実感を得られる（A）」、「自分の立場に

置き換えて考えるなど昨年度よりも深まりを感じまし

た（B）」、「どうして自分の感じ方がMo.によって違う

のかは、はっきりとわからないが、色々なMo.の話を

聴くことで自分の考え方や捉え方にも気が付くことが

できるんだなと思った（H）」などのように、自分自身

の体験の深まりを感じた者がいた。

　一方、メンバーでもあるがスタッフでもあるという

あり方について難しさを感じた者もいた。「参加者の方

や新しく加わったスタッフが話した方がよいのではな

いかと思うと、時間のことも気になり自由な発言が難

しかった（B）」、「発言しようと思ってもこのタイミン

グでいいのか、これを聞いてもいいのか、この内容で

いいのかと頭で考えれば考えるほど発言のタイミング

を逃し、話題に入っていくのに難しさを感じた（I）」

のような内容は、よくグループSVでの報告でもされて

おり、メンバーでもありスタッフでもあるというこの

グループの特質から、経験に関係なく常に感じられる

ものであると思われる。ただ、この両方の体験がある

ことでの学びが大きいことが示唆されたと思われる。
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（2）ファシリテーター体験について

　ファシリテーター体験についての個別報告を

Table3に示す。

　まず、＜ファシリテーター体験者＞について検討す

る。Aは、去年度よりも自分らしく、型にとらわれす

ぎないでグループを見守ることができていたと感じる

一方、ファシリテーターとしての役割という部分にも

引っ張られる感覚もあったと回答している。そして、

感情が先に動いてしまいやすく、客観的にその場を見

守る視点が疎かになりやすいようという自分への気付

きを得ていた。またBはファシリテーターとして責任

を感じ、気負いすぎてしまうことで、考えがまとまら

なくなり、その場の流れや他のスタッフに任せてし

まったという体験をしていた。その体験を直後はネガ

ティブに捉えていたようだが、周りのスタッフに助け

られたからこそスタッフは自分だけではないと改めて

実感できたり、自分の特徴にも気付いたりできたとポ

ジティブに捉えなおしていた。

　２名ともに、今回の体験から改めて自分の特徴に気

付き、自分に合ったファシリテーターのあり方を模索

していきたいと感じているように思われた。

　次に、＜サブ・ファシリテーター体験者＞２名につ

いて検討する。

　Gは、緊張感があったものの、役割があることでい

つもよりモチベーションが高く、その場にいる意義を

感じながら座っていることができたと感じる一方で、

役割があっても特に何もできなかったなと感じている

ところもあると回答した。また、Mo方の話にうなず

きながら耳を傾けているだけでも意義があると感じる

一方、次回はもう少し積極的に動くことができればと

回答している。このことから、ある程度、自分の役割

の果たし方について感触を得た中で、もう少しリー

ダー的なあり方を加えたいと考えたように思われる。

　Hは、周りがバックアップしてくれる温かい環境下

で１度は体験してみようとチャレンジし、結果的に、

サブという役割はあったが、スタッフのときと何ら変

わったことはできなかったと感じていた。しかし、

「ファシリテーターの方が、『サブの人がいるだけで安

心する』と言っていたのを聴いて、サブだから何かし

なくてはいけないのではなく、ファシリテーターが安

心してグループを回るようなお手伝いをしていくこと

が、私にできるサブの役割なのかなと感じた。」と回

答していた。このように、フィードバックを受けるこ

とで、自分のあり方をこれでいいと感じられたようで

ある。また、「無理に発言したり、話を振ろうとすると、

私は自分が心地よくグループの中にいることができな

くなりそうなので、さり気なくファシリテーターをサ

ポートしたり、発言しにくそうにしている参加者にさ

り気なく話しかけてみたりなどで良いのかなと思う」

というように、自分に合った役割を果たそうと考えて

いた。

　以上、体験をした４名は、“自分に合った”やり方の

大切さを実感したようである。

　コ・ファシリテーターのみで参加したうち、１名が

ファシリテーター体験について回答した。Eは、「ファ

シリテーターの方を見ながら、どうやってグループを

回していけばいいのか、お母さん達の話をまとめて、

話を膨らませていくにはどうしたら良いのかを学ばせ

てもらった」と回答しており、参加するだけでもファ

シリテーターのあり方を学ぶ機会になるという意味

で、その人に合った形で学ぶあり方も必要であると考

えられる。
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3）ポスト・ミーティングについて

　ポスト・ミーティングについての個別報告をTable4

に示す。

　回答内容を分類すると大別して６つに分けられた。

　まず、「グループ内での体験からスタッフとしての自

分に戻る場（A）」、「グループから現実世界に戻る、橋

渡しのような役割（E）」とグループ体験から現実に戻

る場と位置づけた回答がみられた。

　その中で「グループで言えなかったことも含め、そ

のときに感じていたことを素直に吐き出せる場（A）」、

「その日のグループのことや託児のことを共有できた

（E）」、「その日に感じたことをその場でスタッフ同士で

共有できた（H）」などのように、シェアリングの場になっ

たようである。

　そのシェアリングの中で、まずは、自分の気づきや

気持ちの整理ができたようである。例えば、「言葉にで

きないような気持ちをグループ内で抱くことも多く、

そういったことをミーティングの中で表現し、少しず

つ言葉になり自分の気づきに繋がった（A）」、「不安を

安心や理解に変えることができました（B）」、「自分自



身の振り返りをすることができた（C）」、「浄化作業の

できる時間だった（F）」などの回答があった。

　また、シェアリングの中では、他者視点の取入れが

でき、Moのことも含めた様々な理解や体験の幅の広が

りを得た者が多かったようである。「自分では気づかな

かった参加者の方の様子や感情を知ることができ（た）

（B）」、「みんなの思いを聞いていくうちに、自分が今後

このような会にスタッフとして参加する際に、どんな

ことをできるようになりたいのかということも考える

ことができた（D）」、「それぞれが感想を言っていくこ

とで、同じ意見の人もいれば、異なる意見の人もいて、

１回のグループでも様々な見方があるのだなと知るこ

とができた（E）」、「また、同じ話を聞いていても感じ

ることは人それぞれで、いろんな感想や私には気付け

なかった点を聞けたことで、『次入るときは、その視点

を持って話を聞いてみよう』と思えるきっかけになっ

た（F）」、「スタッフによって感じ方が違うのは、当然

のことだと思うが、どの点で肩入れしたくなったのか等、

内容まで踏み込んだ話をすることができた為、どこで

どのスタッフがどう感じたのかを考えることができた

（H）」、「自分が気づいていなかったこと感じていなかっ

たことが多く、他のスタッフの意見が毎回とても参考

になった（I）」などである。また、今回はスタッフの役

割も様々であったため、「ファシリテーター、サブ、メ

ンバー、託児それぞれの役割によって、その日のグルー

プで注目していた点や気づいたこと、感じたことが異

なる。そういうところを共有できたことが自分自身の

新たな気づきにつながったと思う（G）」といった回答

もあった。

　さらに、シェアリングをすることのメリットとして、

「一人で抱えずにグループを終えることができ、自分自

身も切り替えができた（B）」、「モヤモヤを残したまま

グループを終わらずにいれることがとても良かった

（C）」、「少しモヤモヤした気持ちをグループに抱いても、

そこで吐き出すことができ、その気持ちを持ち帰るこ

とないので、後日に冷静にグループを見られるように

なった（E）」、「グループの中でMoに対してイライラし

たり、心配になったりすることもあったが、それをそ

のまま持ち帰るのではなく、ミーティングの中でメン

バーに伝え、いろんな感情を発散したりすることがで

きた（G）」、「他のスタッフに話し、共有することで自

分では考えつかなかったような意見をもらうことがで

き、スッキリとした気持ちでその日を終わることがで

きていた（H）」のように、グループで感じていたさま

ざまな気持ちを置いていく場にもなり、そのことでま

たグループに向き合えることに繋がっていた体験をし

た者が多くいた。

　そのような、グループ直後のミーティングである、

ポスト・ミーティングの体験を通して、「同じような気

持ちを抱いていたことへの安心感（A）」、「メンバーと

して感じたこと、スタッフとして気になったことなど

を共有することでスタッフ同士もグループの一員とし

てのまとまりができてきた（B）」、「それを受け止めて

くれるメンバーがいることが私にとっての安心感につ

ながっていた（G）」のように、スタッフ間の凝集性の

高まりを感じたようである。
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4）グループSVについて

　グループSVについての個別報告をTable5に示す。

　回答内容を分類すると大別して7つに分けられた。

  グループSVの開催時期がグループ開催から時間を置

いて開かれることから、「ポスト・ミーティングより

も冷静になって望むことができた（A）」、「少し日を空

けてグループのことを振り返ることで、直後には分か

らなかったグループの見方ができた（E）」、「じっくり

と考えた上でのスタッフ同士での意見交換ができる点

が良い（H）」のような、客観的に振り返られるという

利点を回答した者がいた。一方、「忘れていることも

多い」という回答もみられた。吉岡（2015）でもグルー

プSVの開催時期は課題となっており、メリットが多

い時期を探っていく必要がある。

　ただ、忘れていることも多い中で、筆者から尋ねら

れることを通して、「再体験することができた（A）」、「グ

ループで感じたことをもう一度振り返ることができ

（た）（C）」などのような再体験、振り返りの場と感じ

られている回答もみられた。

　再体験、振り返りを通して、「その場で感じている

こととはまた違った気持ちになったり、新たな発見が

あったりと、とても不思議な体験になっていった（A）」、

「グループとして同じ時間を過ごしていた自分以外の

スタッフが、どのようなことを考えていたのか、どの

ような部分に着目していたのかということを知ること

ができた（D）」、「「あのときはこう感じたけど、時間

が経った今思うとこうなのかもしれない」といったよ

うに自分の感想ではあるがさらに展開することもあ

り、それもまた新たな視点の発見に繋がった（F）」、「そ

の場にいて自分が感じたことだけでなく、より広い視

点からグループを振り返ることができた（G）」などの

ように、新たな発見をしたり、より広い視点からグルー

プを振り返る機会になったようである。

　また、「ポスト・ミーティングでもすっきりしなかっ

たものが言葉になることも多かった（A）」、「「自分は

どうしてそう感じたのか」と深く突き詰めていくこと

で、お母様との関わりであったり、自分自身の考え方

や課題が見えてきたように感じました（C）」、「改めて

自分の感じたことと再度向き合うことになり、「どう

してあの時、自分はこう感じたんだろう？」と一歩掘

り下げて考えるきっかけになった（F）」、「次にどうし

たらいいのかどうすることでMoたちが話しやすく、

自分の思いも吐き出せる場になるのかということを深

く考えることができた（I）」などのように、ポスト・ミー

ティングよりも自分自身の体験を深める機会になった

と考えられる回答もみられた。

　自分自身の体験だけでなく、参加されている母親に

ついての理解もさらに深まる機会となったという回答

もいくつかみられた。例えば、「スタッフ全員でお母

さんたちの気持ちを考えてみる機会があったりするこ

とで、多角的な視点でお母さん方やその周りの環境、

お母さん自身の背景を考えるきっかけに繋がった

（D）」、「冷静になってグループを見てみると、この時

お母さんは何を伝えたかったのか、ということを考え

ることができた（E）」、「Moたちの間でどんなことが

起きているのかについて考えることができたりした

（I）」などである。

　そして、吉岡（2015）でもみられた、次回のグルー
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プに向けての方針が検討できるという意義がグループ

SVにはあることが確認された。

　「グループ内で困ったことをそのまま次に引きずら

ずに、スタッフみんなで共有して次回に向かえること

はとても心強かった（A）」、「次のグループに向けて準

備や心構えをすることができ、気持ちを切り替えてグ

ループ当日を迎えることができました（B）」、次回の

グループでの自分なりの作戦を立てることができた

（C）」、「その気になることがあることを全体で共有す

ることで、改善できることがある（D）」、「自分が疑問

に思ったことや託児での対応で困った点について、皆

さんで考えてもらえたのが良かった（E）」、「次のグルー

プで自分がどういうところに注目しようかなどを考え

ておく時間にすることができた（G）」、「次の回に生か

せる話し合いが毎回できていたと感じる。SVがある

ことがグループを実施していくにあたっての安心につ

ながっていた（I）」などの回答から、次回に向けての

方針がたったり、前回のグループでの問題点が解決す

ることで、スタッフが安心してグループ運営に取り組

めたり、グループ体験ができるということが大きなメ

リットであると考えられる。

　さらに、「言葉で表現しづらいことでも大切に聞い

てもらえる体験が自分にはとても励みになり、グルー

プでも自分の考えや気持ちを伝えてみようといった意

欲につながっていったのではないか（C）」、「みんなの

前で感じたことを伝え、共感をしてもらい、知っても

らうことで、自分の中にも安心感が生まれ、次の回へ

すっと入れた（D）」、「次の回からとても安心してその

場にいることができたし、自然とリアクションもでき

るようになっていた（I）」のように、グループSVでは、

スタッフとは違う立場のスーパーヴァイザーが入る中

で自らの体験を話す機会になるため、スタッフが自分

自身としてのあり方について考える機会になり、そこ

で方針が決まることで自身のあり方への安心感につな

がっていることが推察される。
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5）このグループを通して学んだこと、成長したと思

　　うこと

　「このグループを通して学んだこと、成長したと思

うこと」についての個別報告をTable６に示す。

　まず、スタッフとして＜２回目の参加＞であった２

名の回答から検討する。

　２名とも、スタッフでもありメンバーでもあるとい

う役割の葛藤を引き続き感じながらも、「“自分らしく

その場にいる”ことを意識するようになっていった。

自分だったらこの時どうするのか、どんな気持ちにな

るだろうかと思いを巡らせ、タイミングが合えば発言

してみる、といったように、参加者の方々に近い場所

にいるようになった。その場所はとても自分にとって

心地よく、グループでの居場所を見つけたような感覚

だった。・・・「子どもを育てたこともない自分にお母

様方の気持ちがわかるのか、わかったふりをしている

のではないかと不全感を抱く一方で、今の自分だから

感じとれるものがある、そこが自分の強みだと自分を

励ましながらグループにいることが増えてきているよ

うに思う（A）」、「グループ全体を通して、この難しさ

を感じることがグループに入ることの意味ではないか

と思いました。・・・グループの中でスタッフとして何

か出来た方が良かったのかもしれないけれど、そのと

きは出来なかった自分、そのとき感じていたことをそ

のまま受け容れたいと思うようになりました（B）」と

いうように、自分自身の体験、感覚を大事にし、受容

することを意識することができるようになったと感じ

ているようである。

　次に、スタッフとして＜１回目の参加＞、つまり初

めてグループのスタッフを体験した者についての回答

について、内容から大別して６つに分けられた。

　まず、「今、就職先でグループに入ると、気持ちが

安定した状態で入れていることを実感している（F）」、

「この親グループでスタッフを体験させていただいた

ことは、今、心理士として働いている自分の大きな自

信につながっている（H）」など、グループ体験をする

ことが現在に活かされているという回答がみられた。

そして、「グループならではの雰囲気を体験できた

（C）」、「同じ空間で、グループを体験したとしていても、

感じ方は本当に十人十色で、それこそがグループの魅

力なんだなと思った（H）」など、グループ体験そのも

のが学びとなったと感じている回答がみられた。心理

職を目指す学生の多くは、グループそのものが苦手な

者が多いが、支援という形で実践的にグループ体験を

するという機会は葛藤の引き金にもなる“役割”があ

るからこそ、参加しやすくチャレンジしやすい可能性

がある。そして、苦手意識があるからこそ、体験から

得られるものが大きいと思われる。

　最初は、緊張して参加していたが、回を重ねること

で自身が落ち着いていき、そのことで自分の状態が相

手に影響することに気付いたという回答があった。例

えば、「グループを重ねていく中で、気持ちに余裕も

でき、グループが楽しいと感じるようになっていきま

した。これまでのグループの中で一番素の自分でいら

れた回では、お母様方から『今日は楽しかった』とおっ

しゃっていただき、スタッフ側の表情や姿勢が相手に

強く影響することを実感しました（C）」、「次第に、自

分が緊張しているということは、参加されているお母

さんも同じように緊張をされているのではないかと感

じるようになった。そのため、自分の緊張が回を重ね

ていくごとに和らいでいることを感じたとき、周りを

しっかり見ると、空気が軽くなっていて、話が弾んで

いるということにも気づくことができた（D）」などで

ある。

　そのような気付きを得た中で、「お母様方に何か提

供することにこだわりすぎず、お母様方に教えてもら

うことも大切なのではないかと思いました（C）」、「何

も言葉を発しなくてもそこにいることが心地よく感じ

られるような雰囲気や、自分も話してみようかと勇気

を持てるような適度な支えが必要だということを学ぶ

ことができた（D）」、「その時々のグループの雰囲気や

流れに身を任せているだけでもグループとしては成立

していたと思うし、その方が気持ちに余裕もできて、

自然な形でグループに参加できたのではないかと気づ

けたことは少し成長した部分なのではないか（F）」、

「各々が自分の心地よい形でグループにい続けること

で、そこでたくさんのことを想像できるのではないか

と思う（H）」、「Moの話に一生懸命耳を傾け、Moを

支えようと思っている人がいるということを態度でも

言葉でも示していくことが大切（I）」などのように、
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スタッフとしてのあり方を学んだようである。

　また、「グループにおいては人数や場所、人と人の

距離も大切な要因なのだと学ぶことができました。適

度な人数、居心地の良い空間、適度な距離を保ってこ

そ、良いグループになるのではないかと思いました

（E）」、「席順やMo同士の位置関係など構造的な面が

グループに大きく影響するということを学んだ・・・

Moにはファシリテーターが近くにいて話を振ったり

頷きかけたりと、話を聞いていますという態度を示す

必要があるかもしれないという感想が出てくることが

あり、そういった面に配慮していくことがグループ運

営には欠かせないことであると知れて勉強になった

（I）」などのように、グループの構造について学びを得

たと回答した者もいた。これは、上記でも何回かでて

きており、構造が実際に与える影響について改めて実

感する機会となったと考えられる。

　今回は発達障がいの子どもを育てる親のグループで

あったことから、「当事者を一番身近で支える家族の

気持ちを知ることができた（D）」、「発達障がいのお子

さんを持つお母さん達が様々な気持ちを抱きながら

日々を過ごしているのだということを知ることができ

ました（E）」、「リアルな実体験としての発達障害をも

つ子どもさんを育てる大変さを感じることができた

（G）」のように、母親の気持ち、家族の気持ちを直に

感じ、学ぶ機会になったようである。
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まとめと今後の展望
　本研究では、まず、プレ・ミーティング、グループ

の共同ファシリテーション（メンバー及びファシリ

テーター）、ポスト・ミーティング、グループSVとい

う一連の流れに関する報告を通して、スタッフがどの

ような体験をし、どのような学びに役立っているかを

検討した。

　プレ・ミーティングでは、自分自身やグループの場

の準備ができること、スタッフが安心感を持てること、

座る位置の調整ができること、共通理解を全員が持て

るという体験をしていた。そして、このようなスタッ

フの準備状態が、グループを運営する基盤として欠か

せないことを学んだと考えられる。グループの共同

ファシリテーション：メンバー体験では、初めの数回

は、スタッフとしてどうあるべきかについて迷い、葛

藤を覚えているが、回を重ねていくうちにメンバーと

しての体験ができるようになっていく体験をしてい

た。その中で、スタッフの役割についての学びが得ら

れ、そのことによりスタッフとしての役割とメンバー

としての役割のバランスが取れていき、グループのメ

リットを感じる体験をしたようである。そして、参加

者から多くのことを学んだり、自分自身の体験の深ま

りを得られたようである。メンバーでもありスタッフ

でもあるというあり方に難しさを感じるが、この両方

の体験があることでの学びが大きいことが示唆された

と思われる。一方、ファシリテーター体験を通しては、

自分に合ったやり方を大切にすることを学んだことが

窺われた。ポスト・ミーティングでは、グループ体験

から現実に戻る場、シェアリングの場、グループで感

じたさまざまな気持ちを置いていく場となること、ス

タッフ間の凝集性が高まることが体験されていた。そ

の中で、自分の気付きや気持ちの整理ができたり、他

者視点の取り入れができることで、Moのことも含め

た様々な理解や体験の幅の広がりを得ることができて

いたと思われる。

　グループSVは、客観的に振り返りができる機会、

新たな発見をしたり、より広い視点からグループを振

り返ることができる機会、ポスト・ミーティングより

も自分自身の体験を深める機会、自分自身の体験だけ

でなく、参加されている母親についての理解もさらに
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深まる機会として機能したようである。また、次回に

向けての方針がたったり、前回のグループでの問題点

が解決する場として機能することにより、スタッフが

安心してグループ運営に取り組めたり、グループ体験

をしやすくなったりするメリットがあったと考えられ

る。

　つまり、スタッフがグループ体験をじっくり味わい、

学びを得るための基盤として機能したのではないだろ

うか。プレ・ミーティング及びポスト・ミーティング

とグループSVが循環的に相互に作用しながらグルー

プ体験の学びを促進したと考えられる。

　さらに、このグループを通して学んだこと、成長し

たと思うことについての報告からは、まず、２回目の

参加であったスタッフは、スタッフでもありメンバー

でもあるという役割の葛藤を引き続き感じながらも、

自分自身の体験や感覚を大事にし、それを受容するこ

とを意識することができるようになったという自身の

成長を感じていたことが推察された。また、初めてス

タッフを体験した者は、自分の状態が相手に影響する

ことに気付いたり、スタッフとしてのあり方を学んだ

り、グループの構造を学んだり、母親の気持ちや家族

の気持ちを学ぶ機会となったようである。グループ体

験そのものが学びとなり、就職後の仕事に活かされて

いるという実感を報告した者もいた。

　今後の展望として、グループSVの開催時期の検討

を引き続き行うこと、2015年度の取組も併せて質的

検討をさらに進めていくことが挙げられる。

文献
野島一彦監修　高橋紀子編　2011　グループ臨床家

　を育てるファシリテーションを学ぶシステム・活か

　すプロセス　創元社

付記
　本稿は、2014年度にスタッフとして参加した酒井

志織さん、品矢紀代子さん、縣　紗友里さん、國崎英

里さん、国分詩織さん、政徳由利さん、寺嶋　愛さん、

豊沢史香さん、濱田季利さんの協力をもとに作成した

ものである。

　2011年度より、親グループのファシリテーターを

担当し、グループの運営を発展させ、後輩の学ぶ機会

を継続してくれている杉本頼己さんに感謝いたしま

す。

　また、本グループに参加された保護者の皆様に深謝

するとともに、今後の子育てへ本グループが少しでも

役立つものになっていることを祈念いたします。

吉 岡 和 子
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